
福
岡
県
宿
泊
税
条
例 

（
課
税
の
目
的
） 

 

第
一
条 

県
は
、
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
、
旅
行
者
の
受
入
環
境
の
充
実
そ
の
他

の
観
光
の
振
興
を
図
る
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
地
方
税
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
六

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
宿
泊
税
を
課
す
る
。 

（
納
税
義
務
者
等
） 

第
二
条 

宿
泊
税
は
、
旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
旅
館
業
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
下
宿
営
業
を
除
く

。
）
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
十
三
条

第
五
項
に
規
定
す
る
認
定
事
業
及
び
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
平
成
二
十
九
年
法
律

第
六
十
五
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
住
宅
宿
泊
事
業
に
係
る
施
設
（
以

下
「
宿
泊
施
設
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
宿
泊
料
金
を
受
け
て
行
わ
れ
る
宿
泊

に
対
し
、
そ
の
宿
泊
者
に
課
す
る
。 

（
税
率
） 

 

第
三
条 

宿
泊
税
の
税
率
は
、
一
人
一
泊
に
つ
き
二
百
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
法

第
五
条
第
三
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
宿
泊
に
対
し
て
税
を
課
す
市
町
村

の
区
域
内
に
所
在
す
る
宿
泊
施
設
に
お
け
る
宿
泊
に
係
る
宿
泊
税
の
税
率
は
、

一
人
一
泊
に
つ
き
百
円
と
す
る
。 

（
納
税
地
） 

第
四
条 

宿
泊
税
の
納
税
地
は
、
宿
泊
施
設
の
所
在
地
と
す
る
。 

（
徴
収
の
方
法
） 

第
五
条 

宿
泊
税
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
る
。 

（
特
別
徴
収
義
務
者
） 

第
六
条 

宿
泊
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
（
以
下
単
に
「
特
別
徴
収
義
務
者
」
と
い



う
。
）
は
、
宿
泊
施
設
の
経
営
者
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
は
、
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
宿
泊

税
の
徴
収
に
つ
い
て
便
宜
を
有
す
る
者
を
特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

３ 

前
二
項
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
、
宿
泊
税
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
特
別
徴
収
義
務
者
の
申
告
等
） 

第
七
条 

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
義
務
者
と
な
る
べ
き
者
は
宿
泊

施
設
の
経
営
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
日
の
五
日
前
ま
で
に
、
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
特
別
徴
収
義
務
者
は
指
定
を
受
け
た
日
か
ら
十
日
以

内
に
、
宿
泊
施
設
ご
と
に
、
規
則
で
定
め
る
申
告
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
申
告
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

特
別
徴
収
義
務
者
の
住
所
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
個
人
番
号
（
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
個
人
番

号
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
法
人
番
号
（
同
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る

法
人
番
号
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
個
人
番
号
又
は
法
人
番
号
を
有
し
な

い
者
に
あ
っ
て
は
、
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
） 

二 

宿
泊
施
設
の
所
在
地
及
び
名
称  

三 

客
室
数
そ
の
他
設
備
の
概
要 

四 

経
営
開
始
予
定
年
月
日
（
申
告
の
日
に
お
い
て
既
に
経
営
を
開
始
し
て
い

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
経
営
開
始
年
月
日
） 

五 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項 

３ 

特
別
徴
収
義
務
者
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
場
合
に

は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
変
更
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な



い
。 

４ 

特
別
徴
収
義
務
者
は
、
当
該
宿
泊
施
設
の
経
営
を
一
月
以
上
休
止
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
届
出
に
係
る
休
止
期

間
を
定
め
な
か
っ
た
も
の
は
、
当
該
宿
泊
施
設
の
経
営
を
再
開
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

特
別
徴
収
義
務
者
は
、
当
該
宿
泊
施
設
の
経
営
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
廃
止

の
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
申
告
納
入
） 

第
八
条 

特
別
徴
収
義
務
者
は
、
毎
月
末
日
ま
で
に
、
前
月
一
日
か
ら
同
月
末
日

ま
で
の
間
に
お
い
て
徴
収
す
べ
き
宿
泊
税
に
係
る
宿
泊
の
総
数
、
税
額
そ
の
他

必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
規
則
で
定
め
る
納
入
申
告
書
を
知
事
に
提
出
す
る
と

と
も
に
、
当
該
申
告
に
係
る
納
入
金
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
別
徴
収
義
務
者
が
、
申
告
納
入
す
べ
き
宿
泊
税
額
が
規
則
で
定
め
る
金
額

以
下
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
規

則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
知
事
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
は
、
次
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
期
間
に
お
い
て
徴
収
す
べ
き
宿
泊
税
に
係
る
前
項
の
納
入
申
告
書

を
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
日
ま
で
に
、
知
事
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
当
該

申
告
に
係
る
納
入
金
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
宿
泊
施
設
の

経
営
を
一
月
以
上
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
廃
止
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

休
止
し
よ
う
と
す
る
日
又
は
廃
止
し
た
日
ま
で
に
徴
収
す
べ
き
宿
泊
税
に
つ
い

て
、
そ
の
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
こ
れ
を
申
告
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

十
二
月
一
日
か
ら
二
月
末
日
ま
で 

三
月
末
日 

三
月
一
日
か
ら
五
月
末
日
ま
で 

六
月
末
日 

六
月
一
日
か
ら
八
月
末
日
ま
で  

九
月
末
日 



九
月
一
日
か
ら
十
一
月
末
日
ま
で 

 

十
二
月
末
日 

３ 

知
事
は
、
前
項
の
承
認
を
受
け
た
特
別
徴
収
義
務
者
が
規
則
で
定
め
る
要
件

に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
る
。 

（
徴
収
不
能
額
等
の
還
付
又
は
納
入
義
務
の
免
除
） 

第
九
条 

知
事
は
、
特
別
徴
収
義
務
者
が
宿
泊
料
金
及
び
宿
泊
税
の
全
部
又
は
一

部
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る

と
認
め
る
場
合
又
は
徴
収
し
た
宿
泊
税
額
を
失
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
天
災
そ
の

他
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
特
別
徴

収
義
務
者
の
申
請
に
よ
り
、
そ
の
宿
泊
税
額
が
既
に
納
入
さ
れ
て
い
る
と
き
は

こ
れ
に
相
当
す
る
額
を
還
付
し
、
そ
の
宿
泊
税
額
が
ま
だ
納
入
さ
れ
て
い
な
い

と
き
は
そ
の
納
入
の
義
務
を
免
除
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

特
別
徴
収
義
務
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
還
付
又
は
納
入
の
義
務
の
免
除

を
申
請
す
る
場
合
は
、
規
則
で
定
め
る
申
請
書
に
当
該
還
付
又
は
納
入
の
義
務

の
免
除
を
必
要
と
す
る
理
由
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類
を
添
付
し
て
、
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
宿
泊
税
額
に
相
当
す
る
額
を
還
付
す
る
場

合
に
お
い
て
、
還
付
を
受
け
る
特
別
徴
収
義
務
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
が
あ

る
と
き
は
、
当
該
還
付
す
べ
き
額
を
こ
れ
に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
同
項
又
は
前

項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
当
該
申
請
が
あ
っ
た
日

か
ら
六
十
日
以
内
に
特
別
徴
収
義
務
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
特
別
徴
収
義
務
者
の
帳
簿
の
記
載
義
務
等
） 

第
十
条 

特
別
徴
収
義
務
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
帳
簿
に
記
載
し
、
か
つ
、

当
該
帳
簿
を
第
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
納
入
申
告
書
を
提
出



し
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら

五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

宿
泊
年
月
日
、
宿
泊
者
数
、
宿
泊
税
の
課
税
対
象
と
な
る
宿
泊
者
数
及
び

宿
泊
税
額 

二 

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項 

２ 

特
別
徴
収
義
務
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
作
成
し
、
か
つ
、
当
該
書
類
に

記
載
す
る
宿
泊
が
行
わ
れ
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三

月
を
経
過
し
た
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

宿
泊
の
際
に
作
成
さ
れ
る
売
上
伝
票
そ
の
他
の
書
類
で
、
宿
泊
年
月
日
、

宿
泊
者
数
及
び
宿
泊
税
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の 

二 

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類 

３ 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
帳
簿
又
は
前
項
の
書
類
を
電
子

計
算
機
を
使
用
し
て
作
成
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
税
条
例
（
昭
和
二

十
五
年
福
岡
県
条
例
第
三
十
六
号
。
以
下
「
県
税
条
例
」
と
い
う
。
）
第
四
章

の
規
定
の
例
に
よ
る
。 

（
帳
簿
の
記
載
義
務
違
反
等
に
関
す
る
罪
） 

第
十
一
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は

五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

一 

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
帳
簿
に
記
載
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
正
当
な

事
由
が
な
く
て
記
載
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
た
者
又
は
同
項

の
帳
簿
を
隠
匿
し
た
者 

二 

前
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
同
項
の
帳
簿
を
同
項
に
定
め
る
期
間
保

存
し
な
か
っ
た
者 

三 

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
書
類
に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が

な
く
て
作
成
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
書
類
を
作
成
し
た
者
又
は
同
項
の



書
類
を
隠
匿
し
た
者 

四 

前
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
同
項
の
書
類
を
同
項
に
定
め
る
期
間
保

存
し
な
か
っ
た
者 

２ 

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業

者
が
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
て
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
場
合
に
は

、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
、
同
項
の
罰
金
刑

を
科
す
る
。 

 

（
賦
課
徴
収
） 

第
十
二
条 

宿
泊
税
の
賦
課
徴
収
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
法
令
及
び
県
税
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

県
税
条
例
第
一
条
中
「
こ
の
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
例
及
び
福
岡
県
宿

泊
税
条
例
（
令
和
元
年
福
岡
県
条
例
第
二
十
一
号
）
」
と
、
県
税
条
例
第
二
条

第
四
号
中
「
福
岡
県
税
条
例
施
行
規
則
」
と
あ
る
の
は
「
福
岡
県
税
条
例
施
行

規
則
及
び
福
岡
県
宿
泊
税
条
例
施
行
規
則
」
と
す
る
。 

（
規
則
へ
の
委
任
） 

第
十
三
条 

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
四
条
の
規
定
は

、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
適
用
区
分
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。

）
以
後
に
お
け
る
宿
泊
に
対
し
て
課
す
べ
き
宿
泊
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 



（
経
過
措
置
） 

第
三
条 
施
行
日
に
お
い
て
現
に
宿
泊
施
設
を
経
営
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、

施
行
日
に
宿
泊
施
設
の
経
営
を
開
始
す
る
も
の
と
み
な
し
て
、
第
七
条
第
一
項

の
規
定
を
適
用
す
る
。 

 

（
施
行
の
た
め
に
必
要
な
準
備
） 

第
四
条 

特
別
徴
収
義
務
者
の
指
定
、
申
告
及
び
届
出
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て

も
、
第
六
条
第
二
項
及
び
第
七
条
（
前
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

（
北
九
州
市
内
及
び
福
岡
市
内
に
お
け
る
宿
泊
税
の
特
例
） 

第
五
条 

北
九
州
市
又
は
福
岡
市
が
法
第
五
条
第
三
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ

り
宿
泊
税
を
課
す
場
合
に
は
、
当
該
宿
泊
税
を
課
す
市
の
区
域
内
に
所
在
す
る

宿
泊
施
設
（
以
下
「
市
内
施
設
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
宿
泊
に
対
す
る
第
三

条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
た
だ
し
書
中
「
百
円
」
と
あ
る
の
は

、
「
五
十
円
」
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
宿
泊
税
は
地
方
税
法
施
行
令

（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
第
六
条
の
十
七
第
二
項
第
九
号
の

法
定
外
目
的
税
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の
市
内
施
設
に
お
け
る
宿
泊
に
係
る
宿
泊

税
（
以
下
「
県
宿
泊
税
」
と
い
う
。
）
の
賦
課
徴
収
は
、
第
六
条
第
二
項
、
第

八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
九
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第

十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
北
九
州
市
又
は
福
岡
市
が
法
第
五
条
第
三
項

又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
課
す
る
宿
泊
税
（
以
下
「
市
宿
泊
税
」
と
い
う
。

）
の
賦
課
徴
収
の
例
に
よ
り
市
宿
泊
税
の
賦
課
徴
収
と
併
せ
て
行
う
も
の
と
す

る
。 

３ 

北
九
州
市
長
又
は
福
岡
市
長
が
市
宿
泊
税
の
納
入
期
限
を
延
長
し
た
場
合
に

は
、
当
該
市
宿
泊
税
が
課
さ
れ
た
宿
泊
に
係
る
県
宿
泊
税
の
納
入
期
限
に
つ
い



て
も
、
同
一
期
間
延
長
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。 

４ 

北
九
州
市
長
又
は
福
岡
市
長
が
市
宿
泊
税
又
は
そ
の
延
滞
金
額
を
減
免
し
た

場
合
に
は
、
当
該
市
宿
泊
税
が
課
さ
れ
た
宿
泊
に
係
る
県
宿
泊
税
又
は
そ
の
延

滞
金
額
に
つ
い
て
も
当
該
市
宿
泊
税
又
は
延
滞
金
額
に
対
す
る
減
免
の
割
合
と

同
じ
割
合
に
よ
り
減
免
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。 

５ 

第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
県
宿
泊
税
に
関
す
る
申
告
、
届

出
又
は
申
請
（
以
下
「
申
告
等
」
と
い
う
。
）
は
、
第
七
条
、
第
八
条
第
一
項

及
び
第
二
項
並
び
に
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
宿
泊
税
の
申

告
等
の
例
に
よ
り
市
宿
泊
税
の
申
告
等
と
併
せ
て
、
北
九
州
市
長
又
は
福
岡
市

長
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
特
別
徴
収
義
務
者
（
市
内
施
設

の
経
営
者
に
限
る
。
）
は
、
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
市
宿
泊
税
に
係
る
徴
収
金
の
納
入
の
例
に
よ
り
市
宿
泊
税
の
徴
収
金
と
併

せ
て
、
県
宿
泊
税
の
徴
収
金
を
北
九
州
市
又
は
福
岡
市
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

７ 

北
九
州
市
及
び
福
岡
市
は
、
県
宿
泊
税
に
係
る
徴
収
金
の
納
入
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
県
に
払
い
込
む
も
の

と
す
る
。 

８ 

県
は
、
北
九
州
市
及
び
福
岡
市
に
お
い
て
第
二
項
及
び
前
項
の
事
務
を
行
う

た
め
に
要
す
る
費
用
を
補
償
す
る
も
の
と
す
る
。 

９ 

第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
県
宿
泊
税
を
北
九
州
市
及

び
福
岡
市
が
賦
課
徴
収
す
る
こ
と
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

（
検
討
） 

第
六
条 

知
事
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
社



会
経
済
情
勢
等
の
変
化
等
を
勘
案
し
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
し
、
そ
の
後
に
お
い
て
も
、
五
年
ご
と
に
同
様
の
検
討

を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
福
岡
県
税
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
七
条 

福
岡
県
税
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
第
二
項
中
「
及
び
産
業
廃
棄
物
税
」
を
「
、
産
業
廃
棄
物
税
及
び
宿

泊
税
」
に
改
め
る
。 

第
十
九
条
の
二
及
び
第
十
九
条
の
三
中
「
産
業
廃
棄
物
税
」
の
下
に
「
及
び

宿
泊
税
」
を
加
え
る
。 


